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表 ３-10 研修・訓練の実績 
 研修・訓練

の内容 参加者 内容 

2002 年 
8/26~30 

警察、消防、海保より登録隊員各 15 名ずつ、 
合計 45 名 

総合訓練 
（1 回/年） 

2003 年 
8/18~22 

警察、消防、海保より登録隊員各 15 名ずつ、 
合計 45 名 

救助チームが携行する機材の取

り扱い訓練を関係 3 庁合同で行う

訓練であり、適宜、国際的訓練の

内容等を盛り込んだ訓練内容とし

て、実施している。 
2002 年 
1/9~1/10 

警察、消防、海保より登録隊員各 10 名ずつ、 
合計 29 名（消防より 9 名のため） 

救助 
ﾁｰﾑ ﾘｰﾀﾞｰ研修 

（1 回/年） 
2003 年 
1/15~16 

警察、消防、海保より登録隊員各 10 名ずつ、 
合計 30 名 

国際緊急援助体制や INSARAG
ついての最新情報、具体的派遣

体験談、活動実施にかかる安全

管理、国際的ガイドライン、広報

等につき研修。 
2002 年 
6/14~16 
12/6~8 

44 名（医師 12、看護師 18、薬剤師 3、医調 11）

42 名（医師 10、看護師 15、薬剤師 2、医調 15）

導入研修 
（2 回/年） 

2003 年 
6/27~29 
12/5~7 

38 名（医師 11、看護師 16 薬剤師 0、医調 11）

37 名（医師 8、看護師 25、薬剤師 0、医調 4） 

具体的は派遣事例を題材にとっ

て、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝとﾛｰﾙﾌﾟﾚｰを主体

とするﾌﾞﾚｰﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞ。 

2002 年 
7/20 
11/24 
3/9 

92 名（医師 15、看護師 48 薬剤師 5、医調 24）

80 名（医師 17、看護師 40、薬剤師 5、医調 18）

84 名（医師 14、看護師 40、薬剤師 9、医調 21）

中級研修 
（3 回/年） 

2003 年 
7/20 
10/19 
3/7 予定 

95 名（医師 15、看護師 52、薬剤師 3、医調 25）

84 名（医師 12、看護師 47、薬剤師 5、医調 20）

未実施（3 月予定） 

職種、職能別ｺｰｽを 11 ｺｰｽ設置。

ﾍﾞｰｼｯｸｺｰｽとして、①臨床診療、

②薬剤管理、③臨床看護、④ﾛｼﾞ

ｽﾃｨｯｸに関するｺｰｽ。ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽｺｰ

ｽとして、⑤ﾘｰﾀﾞｰｺｰｽ、⑥外傷診

療、⑦感染症診療、ｽﾍﾟｼｬﾙｺｰｽ

として、⑧迅速調整、⑨衛生・保

健、⑩臨床検査、⑪SRM に関す

るｺｰｽ等がある。 

医療 
ﾁｰﾑ 

上級研修・ 
訓練の実施

状況 
（1 回/年） 

― 

2002 年、2003 年は、適当な研修・訓練の実施

状況がなく、実施なし。それ以前は、大体、2 名

程度参加していた。 

海外の災害医療関係の研修に参

加するもの。 

2002 年 
4/23~24 
2/5~6 
2/20~21 

第一回職員業務調整員研修（30 名～40 名） 
第二回職員業務調整員研修（30 名～40 名） 
第二回職員業務調整員研修（30 名～40 名） 

JICA 
職員 

業務調整

員研修 

2003 年 
12/18~19 
1/20~21  

第一回職員業務調整員研修（30 名～40 名） 
第二回職員業務調整員研修（30 名～40 名） 

国際緊急援助隊の概要、業務調

整員の役割、具体的事例の紹

介、活動・生活環境整備、安全管

理、広報についての講義および、

野営実習および活動機材（ｲﾝﾏﾙ

ｻｯﾄ、携行機材、ｴｱテント等の）習

熟実習。 

国際

機関

の 
研修

参加 

INSARAG , 

UNDAC, 
UNHCR 等

への研修参

加 

2002 年 
12/3~5  
 
 
2003 年 
4/27~30  
 
 
11/17~19 
 
１/18~22 

・INSARAG ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ会合（於ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ、国際救助活動の展開ｼｽﾃﾑ、

INSARAG 関連会合に関するﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞ、捜索救助ﾁｰﾑの管理、ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸｽ、異

文化理解、安全対策等の講義中心、日本も災害ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｻｲｸﾙに関して、ﾄﾙｺ地

震の例を用いて説明した。） 
・国際捜索救助訓練「ﾌｪﾙｶﾞﾅ 2003」（於ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ、外務省、JICA、関係 3 庁より各

1 名参加。ﾌｪﾙｶﾞﾅ災害を想定したｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ。国連から発出された国際ｱﾋﾟｰﾙに

対し、各国が USAR ﾁｰﾑを展開する。UNOCHA 災害状況調査／調整チームによ

る災害状況、救援ﾆｰｽﾞ調査および OSOCC の立ち上げ等をｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ。） 
･INSARAG ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ会合（於ｿｳﾙ、外務省、JICA、関係 3 庁より各 1 名参加。①

ｱﾙｼﾞｪﾘｱ地震への対応に関わる教訓、②OSOCC 調整会合をｼｭﾐﾚｰｼｮﾝし、仮想

サイトの割り当ての策定訓練。） 
・アジア太平洋地域 INSARAG 訓練 2004、（於ﾏﾆﾗ、外務省、JICA、関係 3 庁より

各 1 名参加。①INSARAG ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ、ﾏｰｷﾝｸﾞ、仮想 OSOCC の概念、ｲﾗﾝ地震に

際する OCHA および各国の救助ﾁｰﾑ等派遣状況についての報告等座学、②派

遣決定に関する仮想 OSOCC への通報、空港や軍施設を実際に使用して空港で

のﾚｾﾌﾟｼｮﾝ体制や USAR の展開等の手続きに関するｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ。） 
（出所）JICA 国際緊急援助隊事務局資料等 より作成 


